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今
世
紀

の
初
頭
、
道
士
王
円
籔
に
よ

つ
て
発
見
さ
れ
た
甘
粛
の
敦
煙

遺
書
は
、
世
界

の
各
地
に
四
散
し
て
し
衷
つ
た
。
各
国
の
博
物
館
や
図

書
館
な
ど
に
収
蔵
さ
れ
た
敦
煙
の
遺
書
は
数
万
巻
に
の
ぼ
る
彪
大
な
文

献

で
あ
る
が
、
す

で
に
半
世
紀
を

へ
て
、
漸
次
そ
の
整
理
も
す
す
み
、

書
目
や
解
題
が
公
刊
さ
れ
、
総
合
的
な
取
扱
い
の
で
き
る
時
期
と
な
つ

た
。

一
九
六
二
年
五
月
、
商
務
印
書
館
編
の

『
敦
煙
遺
書
総
目
』
な
ら

び
に
索
引

の
公
刊
は
そ
の
よ
き

一
例
で
あ
る
。

敦
爆
の
千
仏
洞

の
一
室
か
ら
王
道
士
に
よ

つ
て
発
見
さ
れ
た
こ
と

は
、
実
に
す
ば
ら
し
い
世
紀
の
大
発
見
で
あ
る
が
、
そ
れ
と
共
に
な
ぜ

洞
窟

の
な
か
に
莫
大
な
数
量
に
の
ぼ
る
遺
書
が
保
存
さ
れ
て
い
た
か
。

こ
れ
は
興
味
ぶ
か
い
疑
問
で
あ
る
が
。
た
だ
西
夏

の
兵
革
の
と
き
に
、

石
室
を
封
じ
た
ま
ゝ
近
年
に
到
つ
た
と
い
ケ
程
度
で
、
そ
の
由
来
は
つ

ま

び
ら
か
で
な
い
。
こ
の
敦
燈
遺
書
の
内
容
を
み
る
と
き
、
内
典
の
経

律
論
三
蔵

と
そ
の
章
疏
類
が
そ
の
大
部
分
を
占
め
、

こ
れ
に
外
典
の
儒

教

の
古
典
や
道
教
の
経
典
、
仏
寺
の
出
納
記
録
古

文
書
類
を
ふ
く
み
、

か
な
り
広
範
囲
に
わ
た
る
も
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
六
朝
末
期
か
ら
北

宋
初
に
い
た
る
古
写
経
を
そ
の
主
体
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
仏
典
に
し

ば
し
ば
み
る
蔵
経
印
記
や
敦
煙
の
各
仏
寺
の
蔵
経
目
録
類
、
各
寺
の
出

納
記
録

・
古
文
書
類
な
ど
か
ら
み
て
西
夏
の
兵
乱
を
さ
け
て
莫
高
窟

へ

疎
開
を
す
る
と
き
、
か
な
り
組
織
的
に
大
規
模
な

か
た
ち
で
蒐
集
と
輸

送
の
事
務
が
と
り
行
な
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
も
、
今

後
さ
ら
に
究
明
さ
る
べ
き
点
で
あ
る
。

敦
煙
遺
書
の
中
に
、
古
文
尚
書

・
毛
詩
鄭
氏
注

・
故
訓
伝
、
礼
記
鄭

玄
注
、
春
秋
穀
梁
伝
集
解

・
春
秋
左
氏
伝
集
解

・
論
語
鄭
氏
注

・
論
語

義
疏

・
何
曼
集
解
、
孝
経
御
注

・
御
注
集
義
、

荘
子
郭
瑛
注
な
ど
貴
重

な
中
国
古
典
と
そ
の
注
疏
の
あ
る
こ
と
は
、
内
外

の
学
者
の
は
や
く
よ

り
注
目
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
い
わ
ゆ
る
外
典
が
敦
煙

の
千

仏
洞
か
ら
発
見
さ
れ
た
こ
と
、
そ
れ
ら
が
敦
煙
地
方
の
仏
寺
の
経
蔵
か

ら
集
団
疎
開
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。
敦
煙

の
仏
寺
に
お
い
て
、
こ
れ

ら
の
外
典
が
ど
の
よ
う
な
場
で
、
利
用
活
用
さ
れ

て
い
た
の
か
。
、こ
れ
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ら
の
疑
問
を
と
く
鍵
に
、
敦
煙
仏
寺
に
お
け
る
学
士
郎
の
存
在
と
そ
の

活
動
が
注
目
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

い
ま
は
敦
煙

の
学
士
郎
に
つ
い
て
、

二
三
の
考
察
を
す

瓦
め
た
い
と
思
う
。

二

莫
大
な
数
量
に
の
ぼ
る
敦
煙
遺
書
の
う
ち
、
内
典
に
く
ら
べ
て
外
典

の
し
め
る
量
は
き
わ
め
て
少
い
。
し
か
も
そ
の
題
記
や
奥
書
か
ら
み
る

と
き
外
典

の
書
写
は
、
晩
唐
か
ら
五
代

の
九
世
紀
後
半
か
ら
十
世
紀
の

あ
い
だ
に
集
中
し
て
い
る
。
そ
れ
は
沙
州
敦
煙

の
地
を
吐
蕃
が
占
領
し

た
八
世
紀

の
後
半
か
ら
九
世
紀
の
前
半

の
時
代

よ
り
も
、
大
中
二
年

(
八
四
八
)
張
議
潮
が
挙
兵
し
て
河
西
の
地
か
ら
吐
蕃
を
お
い
だ
し
て
唐

王
朝
の
も
と
に
、
漢
人
の
支
配
と
な
つ
た
帰
義
軍
の
時
代
、

そ
の
節
度

使
は
張
氏
か
ら
曹
氏

へ
と
交
替
を
み
る
が
、
再

び
チ
ベ
ッ
ト
族
が
お
こ

つ
て
西
夏
を
建
国
す
る
に
い
た
る
ま
で
の
期
間
で
あ
る
。

敦
煙

の
外
典

の
題
記
に
み
る
筆
者
の
氏
名
を
そ
の
肩
書
と
あ
わ
せ
て

年
代
順
に
列
記
す
れ
ば
、
次
の
如
く
で
あ
る
。
括
弧
の
な
か
の
書
名
と

数
字
は
そ
の
題
記
を
も
つ
典
籍

の
所
在
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

帰
義
軍
節
度
使

張
氏
時
代

(
八
四
八
-
九
一
四
)

学
生
宋
文
献

・
安
文
徳

(開
蒙
要
訓
S
O
七
〇
五
)

学
生
宋
文
顕

・
安
文
徳

(太
公
家
教

P
二
八
二
五
)

学
生
令

孤
再
晟

(論
語
集
解

P
二
七

一
六
)

学
生
判
官
高
莫
建

(論
語
集
解

P
三
四
四
一
)

学
生
陰
恵
達

(論
語
集
解

羅
氏
蔵
)

学
生
張
文
営

(論
語
集
解

P
三
七
四
五
)

童
子
令
孤
文
進

(論
語
集
解

P
二
七

一
六
)

学
生
劉
文
端

(敦
煙
二
十
詠

P
三
八
七
〇
)

沙
州
学
□
索
什
徳

(白
文
孝
経

P
三
三
六
九
)

学
生
索
什
徳

(白
文
孝
経

P
三
三
六
九
)

敦
柏圧
県
帰
義
軍
学
士
張
喜
進

(論
語
集
解

P
二
六
八
一
)

沙
州
霊
図
寺
上
座
随
軍
弟
子
索
庭
珍
学
士
張
喜

進

(論
語
集
解

P
二
六
一
八
)

張
堅
堅

(論
語
集
解

P
三
四
三
三
)

敦
煙
郡
学
士
張
円
通

(白
文
論
語

P
三
七
八
三
)

沙
州
敦
煙
学
士
張
□
□
(

仏
経

S
四
〇
五
七
)

学
士
呂
昌
三

(太
公
家
教

S
O
四
七
九
)

学
郎
趙
懐
通

(新
集
吉
凶
書
儀

P
二
六
四
六
)

蓮
台
寺
学
士
索
威
建

(太
公
家
教

P
三
五
六
九
)

州
学
陰
陽
子
弟
呂
弁
均

(笠
書

P
二
八
五
九
)

学
士
郎
張
□
□
(
太

公
家
教

P
三
七
六
四
)

学
仕
郎
張
盈
信

(太
公
家
教

P
四
五
八
八
)

こ
れ
ら
学
生

・
学
士

・
学
士
郎

・
学
仕
郎
と
い
う
肩
書
を
も
つ
俗
人

が
中
国
古
典
の
孝
経
論
語

の
白
文
と
、
そ
の
集
解

を
書
き
、
開
蒙
要
訓

敦
煙

の
学

士
郎
に

つ
い
て

(
小

川
)
 

八
五
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八
六

や
太
公
家
教

・
吉
凶
書
儀
な
ど
初
等
教
育
の
教
科
テ
キ
ス
ト
を
書
写
し

て
い
る
。

こ
れ
ら
の
学
生
学
士
は
、
ど
の
よ
う
な
身
分
と
地
位
の
人
び

と
で
あ
ろ
う
か
。

フ
ラ
ン
ス
の
ペ
リ
オ
教
授
の
敦
燈
遺
書

の
な
か
に

『
無
名
歌
』
(p

三
六
二
〇
)

の
末
題
に

未
年
三
月
二
十
五
日

学
生
張
議
潮
写

と
い
う
の
が
あ
る
。

こ
れ
は
、
は
じ
め
に

『封
常
清
謝

死
表

聞
』
と

『
颯
諌
今
上
』
の
二
文
に
、

つ
穿
く
も
の
で
あ
る
が
、

の
ち
に
帰
義
軍

節
度
使
と
な
つ
た
張
議
潮
の
学
生
時
代
の
書
写
に
な
る
も
の
で
あ
ろ
う

か
。
そ
の
真

偽
仮
托
の
如
何
は
、
原
本
に
つ
い
て
再
検
討
を
ま
た
ね
ば

な
ら
ぬ
。
張
抜
出
身
の
張
議
潮
が
地
方
の
州
学
に
学
生
生
活
を
し
た
こ

ろ
の
学
習

の
一
端

で
な
か
ろ
う
か
。
張
議
潮
は
大
中
五
年

(八
五

一)
帰

義
軍
節
度
使

に
任
ぜ
ら
れ
、
成
通
七
年

(八
六
六
)
兄
の
張
議
潭
の
子
張

潅
深
に
沙
州

の
地
を
ゆ
だ
ね
、
翌
八
年
二
月
長
安
に
入
城
し
、
そ
の
ま

ゝ
威
通
十

三
年

(八
七
二
)
長
安
で
世
を
去
つ
て
い
る
。
張
議
潮
の
卒
年

は
詳
か
で
な
い
が
、
兄
の
張
議
潭
は
七
十
四
歳

で
長
安
に
残
し

て
い

る
。
張
議
潮

が
未
年
に
学
生
と
し
て
書
写
し
た
と
き
は
、
憲
宗
の
元
和

十
年

(
八
一
五
)
か
、
文
宗

の
太
和
元
年

(八
二
七
)
ご
ろ
の
こ
と
で
あ
ろ

う
。唐
代
の
地
方
学
校
に
は
、
州
学
や
県
学
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
経
学
博

士
や
助
教

の
も
と
に
学
生
た
ち
が
い
た
。
沙
州
は
人
口
の
少
な
い
下
州

で
あ
つ
た
か
ら
、
博
士

一
人

・
助
教

一
人
に
、
学
生
四
十
人
が
定
員
で

あ
つ
た
。
敦
煙
遺
書
の
な
か
外
典
の
書
写
や
そ
の
学
習
と
諦
持
を
し
た

学
生
は
、
沙
州
敦
煙
に
あ
つ
た
州
学
の
学
生
と
み

る

の
が
至
当

で
あ

る
。
わ
た
く
し
は
唐
の
義
浄

の

『
南
海
寄
帰
内
法
伝
』
巻
三
の
受
戒
軌

則
に
み
る
イ
ン
ド
の
仏
寺
に
お
け
る
童
子
と
学
生

の
身
分
を
考
え
て
、

敦
煙

の
文
書
に
み
る
童
子
と
学
生
を
検
討
し
た
が
、
つ
い
に
共
通
の
も

の
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
か
つ
た
。
イ
ン
ド
の
仏
寺
の
中
で
は
、
在

俗
の
子
弟
の
教
育
事
業
が
な
さ
れ
、
将
来
成
人
し
た
と
き
沙
門
を
決
意

し
て
入
寺
し
た
者
を
童
子
と
よ
び
、
た
冥
学
習
期

の
み
仏
寺
に
起
居
し

て
外
典
な
ど
を
学
習
す
る
も
の
を
学
生
と
よ
ん
で
い
た
。
こ
れ
ら

の
こ

と
は
、
わ
が
国
近
世
の
江
戸
時
代
に
風
靡
し
た
寺
子
屋
制

の
源
流

で
あ

る
が
、
晩
唐
か
ら
五
代

の
こ
ろ
の
敦
煙
仏
寺
に
、

そ
の
よ
う
な
風
習
が

あ
つ
た
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
点
は
解
明
し
た
い
問
題
点

で
あ
る
。

三
帰
義
軍
節
度
使

曹
氏
時
代

(九
一
四
-
一
〇
三
〇
)

三
界
寺
学
士
郎
張
英
俊

(李
陵
与
蘇
武
書

S
O
一
七
三
)

金
光
明
寺
学
仕
郎
安
友
盛

(秦
婦
吟

S
O
六
九
二
)

浄
土
寺
学
郎
蘇
安
俊

・
張
保
達

(目
連
救
母
変

S
二
六
一
四
)

学
子
醇
安
俊

・
信
心
弟
子
李
吉
順

(十
二
時
普
勧
四
衆
依
教
修
行

P
二
〇
五
四
)

金
光
明
寺
学
郎
索
富
通

(李
陵
蘇
武
往
還
書

P
三
六
九
二
)

浄
土
寺
(沙
)
弥
趙
員
住

(茶
酒
論
・
秦
婦
吟
P
三

九

一
〇
)
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永
安
寺
学
士
郎
杜
友
遂

(
燕
子
賦

S
O
二
一
四
)

三
界
寺
学
仕
郎
曹
元
深

(孝
経
S

O
七
〇
七
)

学
郎
李
幸
思

(李
陵
蘇
武
往
還
書

P
二
四
九
八
)

学
郎
員
盤我

(事
森

P
二
六
二
一
)

敦
煙
郡
夢
仕
郎
張
□
□
(
開

蒙
要
訓

P
二
五
七
八
)

蓮
台
寺
学
郎
王
和
通

(王
梵
志
詩
集

P
三
八
三
三
)

霊
図
寺
沙
弥
徳
栄

(孝
経

S
七
二
八
)

霊
図
寺
学
郎
李
再
昌

(孝
経

S
七
二
八
)

永
安
寺
学
仕
郎
高
清
子

(孝
経

S
一
三
八
六
)

学
仕
郎

陰
彦
清

(金
剛
般
若
経

P
三
三
九
八
)

海
王
寺
学
郎
張
□
保

(孔
子
項
託

S
O
三
九
五
)

永
寧
寺
学
仕
郎
如
順
進

(太
公
家
教

S
一
一
六
三
)

浄
土
学

生
趙
・令
全

(毛
詩

P
二
五
七
〇
)

学
仕
郎
守
州
学
博
士
饗
奉
達

(具
注
暦

S
O
O
九
五
)

就
家
学

士
郎
馬
富
徳

(秦
婦
吟

P
三
七
八
〇
)

浄
土
寺
学
仕
郎
賀
安
住

(雑
抄

p
三
六
四
九
)

大
雲
寺
学
郎

(開
蒙
要
訓

S
五
四
六
三
)

三
界
寺
沙
弥
戒
輪

(父
母
恩
重
経

李
氏
蔵
)

浄
土
寺
学
使
郎
王
海
潤

・
郡
保
住

・
醇
安
俊

(勧
戒
文

北
京
蔵
)

大
雲
寺
学
仕
郎
郵
慶
長

(王
梵
志
詩
集

S
O
七
七
八
)

顕
(徳
寺
)
比
丘
僧
願
成
俗
姓
王
保
全

(弁
才
家
教

P
二
五
一
五
)

懸
泉
学

士
郎
武
保
曾

・
判
官
武
保
瑞

(法
華
経

北
京
蔵
)

浄
土
寺
学
仕
郎
辛
延
□
・
曹

願
長

(社
司
転
帖
S
二

八
九
四
)

顕
徳
寺
学
士
郎
楊
願
受

(目
連
救
母
変

北
京
蔵
)

氾
孔
目
学
仕
郎
陰
奴
児

(捉
季
布
伝
文

S
五
四
四
一
)

安
参
謀
学
侍
郎
□
□
興

(新
集
厳
父
教

S
四
三
〇
七
)

す
で
に
帰
義
軍
節
度
使
張
氏
時
代
の
末
期
に
、
沙
州
霊
図
寺
上
座
の

随
軍
弟
子
の
索
庭
珍
が
写
記
し
た

『
論
語
集
解
』
巻
第

一
を
、
乾
符
三

年

(八
七
六
)
学
士
の
張
喜
進
が
念
書
し
た
識
語
を
の
こ
し
て
い
る
。
景

福
二
年

(八
九
三
)
二
月
十
二
日
に
、
蓮
台
寺
学

士
の
索
威
建
が

『
太
公

家
教
』
を
記
録
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
在
俗
の
学
士
た
ち
が
敦
煙
の
仏

寺
、
霊
図
寺
や
蓮
台
寺
に
居
住
し
て
教
育
事
業
に
関
係
を
も
つ
て
い
た

こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
が
曹
議
金
が
帰
義
軍
節
度
使
に
就

任
し
た
後
、
敦
煙
仏
寺
に
お
け
る
学
士
郎
の
活
躍
が

一
般
化
す
る
の
で

あ
る
。
こ
の
現
象
を
、
上
掲

の
記
事
が
示
し
て
い
る
。

す
で
に
述
べ
た
と
お
り
嘗
て
学
生
で
あ
つ
た
張
議
潮
が
の
ち
に
は
吐

蕃
の
勢
力
を
撃
退
し
て
帰
義
年
節
度
使
に
就
任

し
た
が
、
同
光

三
年

(九
二
五
)
乙
酉
歳
十
月
□
日

三
界
寺
学
仕
郎
曹
元
深
が
写
記
し
た

『孝

経
』
が
敦
煙
遺
書
の
な
か
に
あ
る
。

こ
の
曹
元
深
は
、
張
氏
に
か
わ
つ

て
帰
義
軍
節
度
使
と
な
つ
た
曹
議
金

の
子
息
で
、
兄
の
曹
元
徳
に
つ
い

で
天
福
八
年
(九
四
三
)
正
月
節
度
使
に
就
任
す
る
そ
の
人

で
あ
る
。
帰

義
年
節
度
使
に
な
つ
た
曹
議
金

の
子
元
深
が
、
三
界
寺
学
仕
郎
と
し
て

『
孝
経
』
を
書
写
し
て
い
る
こ
と
は
注
目
す
べ
き
点
で
あ
る
。

敦
燈

の
学

士
郎

に

つ
い
て

(
小

川
)
 

八
七
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敦
煙

の
学

士
郎
に

つ
い
て

(
小

川
)
 

八
八

曹
氏
節
度
使
時
代
に
は
、
敦
煙
の
諸
仏
寺
に
学
士
郎
た
ち
が
居
住
し

て
い
た
。

そ
の
仏
寺
は
、
尼
寺

で
は
な
く
、
敦
煙
の
僧
寺
十
二

カ
寺

の

う
ち
、

三
界

・
金
光
明

・
浄

土

・
永
安

・
蓮
台

・
霊
図

・
永
寧

・
大

雲

・
顕
徳

の
諸
寺
に
、
お
よ
び
、
敦
燵
県
外
の
懸
泉
や
海
王
寺
に
ま
で

学
士
郎

の
活
動
が
あ
つ
た
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
。

学
士
郎
の
存
在
は
た
だ
仏
寺
の
み
の
居
住
で
は
な
か
つ
た
。
『
秦
婦

吟
』

一
巻

(P
三
七
八
〇
)
の
末
題
に
は

顕
徳
二
年

(九
五
五
)
丁
巳
歳
二
月
十
七
日
就
家
学
士
郎

馬
富
徳
書
記

と
あ
り
、

家
庭
通
学
の
学
士
郎
の
あ
つ
た
事
実
を
示
し
て
い
る
。
さ
ら

に
注
目
す

べ
き
は
、
『顕
徳
三
年

(九
五
六
)
丙
辰
歳
具
注
日
暦
』
(
S
O

O
九
五
)
に
は

学
仕
郎
守
州
学
博
士
程
奉
達
纂

と
、
そ

の
沙
州
の
州
学
博
士
の
餐
奉
達
が
学
仕
郎
の
肩
書
を
も
つ
て
い

た
こ
と

で
あ
る
。
顕
徳
六
年

(九
五
九
)
の
『
且
注
暦
日
』
(
P
二
六
二
三
)

に
は
、
朝
議
郎
検
校
尚
書
工
部
員
外
郎
沙
州
経
学
博
士
兼
殿
中
侍
御
史

賜
緋
魚
袋
繧
奉
達
の
撰
号
が
あ
る
。
沙
州
の
州
学
の
経
学
博
士
の
程
奉

達
は
亡
妻
鶏
氏
の
た
め
に
、

一
七
斎
か
ら
三
年
斎
ま
で
に
、
無
常
経
・

水
月
観
音
経

・
兄
魅
経

・
天
請
問
経

・
閻
羅
経

・
護
諸
童
子
経

・
多
心

経

・
孟
蘭
盆
経

・
仏
母
経
お
よ
び
善
悪
因
果
経
を
書
写
し
て
追
善
供
養

を
な
し

て
い
る

(
p
二
〇
五
五
)
。
帰
義
軍
節
度
使
曹
氏

の
参

謀
と
な

り
、
沙
州

の
州
学
博
士
で
あ

つ
た
餐
奉
達

の
肩
書
に
学
仕
郎
と
あ
る
の

は
、
ど
の
よ
う
な
社
会
的
意
義
を
も
つ
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

沙
州
敦
煙
地
方
の
文
教
政
策
の
最
高
長
官
で
あ
る
州
学
博
士
の
餐
奉

達
に
、
学
仕
郎
の
肩
書
の
あ
る
の
は
、
敦
煙

の
諸
仏
寺
に
い
た
学
士
郎

と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
つ
た
で
あ
ろ
う
か
。
仏
寺
の
学
士
郎
た
ち
を

取
締
る
ほ
ど
の

一
段
高
い
社
会
的
地
位
が
沙
州

の
経
学
博
士
で
あ

つ
た

の
で
は
な
い
か
。
こ
の
間
の
事
情
が
詳
か
で
な

い
の
は
遺
憾
で
あ
る
。

四

唐

の
武
宗
に
よ
る
会
昌
年
間
の
廃
仏
殿
釈
は
、
武
宗
の
崩
御
と
宣
宗

の
即
位
に
よ
つ
て
終
止
符
を
う
ち
、
仏
教
復
興

と
な
つ
た
。

と
き
恰
も

沙
州
敦
煙

の
地
方
は
漢
人
出
身
の
張
議
潮
に
よ
つ
て
吐
蕃

の
勢
力
を
駆

逐
し
て
、
再
び
唐
王
朝
の
国
威
を
復
興
す
る
こ
と
と
な
つ
た
。
こ
の
復

旧
の
機
運
に
乗
じ
て
、
沙
州
の
地
は
郷
里
制
の
復
活
、
戸
口
調
査
、
仏

寺
機
構
の
改
革
と
な
つ
た
が
、
こ
れ
と
共
に
教
育
事
業
の
上
に
も
州
学

の
復
興
を
み
た
こ
と
は
注
意
す
べ
き
点
で
あ
る
。

張
議
潮
が
帰
義
軍
節
度
使
に
就
任
し
た
と
き
、
沙
州
の
州
学
の
経
学

博
士
と
な
つ
た
人
は
、
敦
煙
管
内
釈
門
都
監
察
僧
正
の
僧
慧
苑
で
あ
つ

た
。
破
仏
事
件
直
後
の
仏
教
復
興

の
期
に
、
儒
仏
二
教
の
権
威
者
の
僧

正
慧
苑
が
沙
州
の
州
学
博
士
で
あ
つ
た
こ
と
は
今
後
の
敦
煙
地
方
の
文

教
政
策
の
上
に
儒
仏
二
教
融
和
の
趨
勢
を
も
た

ら
し
た

の
で
は
な
い

か
。
や
が
て
敦
煙
の
仏
寺
に
学
士
や
学
士
郎
が
多
く
居
住
し
、
長
老
が

そ
の
教
育
事
業
に
た
つ
さ
わ
つ
た
こ
と
は
、
上
掲
の
古
典
の
題
記
が
物
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語
る
と
お
り
で
あ
る
。
仏
寺
に
お
け
る
学
士
郎

の
活
躍
が
、
儒
仏
二
教

の
協
調
と
融
和
を
も
た
ら
す
ば
か
り

で
な
く
、

中
国
の
古
典
を
学

び
仏

教
の
思
想
と
信
仰
を
民
衆
の
あ
い
だ
に
ま

で
普
及
し
、
社
会
的
に
文
化

の
向
上
に
大
き
な
役
割
を
は
た
し
て
い
る
。
敦
煙
の
晩
唐
五
代
に
か
け

て
俗
語
体

の
通
俗
文
学
書
の
発
達
、
変
相
と
変
文
の
普
及
に
、
仏
寺
に

お
け
る
学
士
郎
の
功
績
は
決
し
て
少
く
な
い
と
思
う
。

先
年
、

竺
沙
雅
章
氏
の
敦
煙
の
寺
戸
や
僧

官
制
度
の
研
究
に
よ

つ

て
、
帰
義
軍
時
代
に
み
る
べ
き
特
色
を
発
輝
し
た
こ
と
が
仏
教
々
団
の

上
に
も
認

め
ら
れ
て
き
た
。

仏
経

(
S
O
五四
二
)
の
紙
背
に
は
、
金
光
明
寺
羊
抄
、
堅
意
申
請
処

分
尼
光
顕
状
、
普
光
寺
状
、

大
乗
寺
羊
口
、
霊
修
寺
羊
口
、'
敦
燈
各
寺

僧
尼
薄
録
な
ど
五
通
が
連
貼
さ
れ
て
い
る
。
敦
煙
仏
寺
所
有
の
羊
頭
数

の
報
告
書
に
は
、
執
筆
者
の
と
こ
ろ
に
寺
卿
の
俗
人
氏
名
が
認
め
ら
れ

る
。
寺
卿

は
僧
寺
に
も
設
置
さ
れ
て
い
た
が
、
文
書
で
は
敦
煙
の
尼
寺

に
か
ぎ
つ
て
登
場
す
る
全
く
の
俗
人
で
あ
る
。

こ
れ
は
吐
蕃
統
治
下
の

漢
人
と
し
て
、
官
役
に
も
か
り
だ
さ
れ
、
官
営
の
写
経
場

の
経
費
を
負

担
し
、
さ
ら
に
社
邑
を
組
織
す
る
も
の
で
あ
つ
た
。
そ
の
選
出
の
方
法

は
知
る
由
も
な
い
が
、
家
庭
人
と
す
れ
ば
、
か
な
り
上
層
部
の
人
が
寺

卿
に
選
ば
れ
て
い
た
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

吐
蕃
時
代
の
尼
寺
の
寺
卿
に
対
比
す
べ
き
も
の
が
、
帰
義
軍
時
代
の

僧
寺

の
学

士
郎
の
活
躍
で
あ
る
。
仏
寺
の
学
士
郎
は
敦
煙
の
五
尼
寺
に

は
認
め
ら
れ
な
い
。
十
二
僧
寺
の
う
ち
、
そ
の
八
九
寺
ま
で
に
寺
名
を

冠
し
た
学
士
郎
の
氏
名
が
散
見
で
き
る
。
そ
れ
は
敦
燵
県
東
の
懸
泉
に

も
、
学
士
郎
の
い
た
こ
と
が
判
る
。
寺
務

の
処
理
や
そ
の
書
類
記
録
な

ど
に
む
か
な
い
尼
寺
の
僧
職
を
補
佐
す
る
寺
卿

が

一
切
の
寺
務
を
代
行

し
た
が
、
仏
寺
の
学
士
郎
は
そ
れ
ら
の
寺
務
や
寺
職

の
補
佐
を
す
る
も

の
で
は
な
か
つ
た
。
学
士
郎
は
僧
寺
に
あ
つ
て
、
童
子

・
行
者

・
沙
弥

ら
と
共
に
中
国
古
典
の
講
読
や
詩
文

・
書
儀

の
学

習
と
教
育
を
う
け

て
、
自
ら
教
科
書
や
参
考
書
の
書
写
を
な
し
、

と
き
に
は
仏
寺
の
社
友

と
し
て
社
司
転
帖
な
ど
を
書
く
こ
と
も
あ
り
、

仏
経
を
所
持
し
て
仏
教

信
仰
を
深
め
る
も
の
も
い
た
。
い
わ
ゆ
る
寺
子
屋
の
寺
子
で
あ
る
。

帰
義
軍
節
度
使
の
時
代
を
迎
え
て
沙
州
敦
煙
地
方
の
文
教
政
策
は
、

僧
正
慧
苑
が
州
学
博
士
で
あ
つ
た
と
こ
ろ
か
ら
儒
仏
二
教
融
和

の
風
潮

を
も
つ
て
出
発
し
た
。
そ
れ
が
節
度
使
が
張
氏
か
ら
曹
氏
に
交
替
し
て

も
、
さ
ら
に
そ
の
線
に
そ
つ
て
進
展
し
て
敦
煙

の
三
界
寺

・
金
光
明

寺

・
浄
土
寺

・
永
安
寺

・
蓮
台
寺

・
霊
図
寺

・
永
寧
寺

・
大
雲
寺

・
顕

徳
寺
、

さ
ら
に
海
王
寺
や
懸
泉
に
ま

で
学
士
郎

が
居
住
し
て
、
そ
の
教

育
活
動
と
な
つ
た
。
こ
の
こ
と
が
敦
煙
遺
書
の
な
か
に
古
典
注
疏
な
ど

の
外
典
の
資
料
が
か
な
り
沢
山
包
含
さ
れ
る
所
以

で
あ
ら
う
。

こ
の
こ

と
が
晩
唐
か
ら
五
代
に
か
け
て
敦
燵
遺
書
の
な
か
に
儒
仏
二
教
に
わ
た

る
通
俗
文
学
書
、
変
文
の
発
達
し
存
在
す
る

一
理
由

で
も
あ
ら
う
。
敦

煙
遺
書
に
し
め
る
外
典

の
存
在
鳳
、
直
接

・
間
接
に
仏
寺
の
学
士
郎
の

活
躍
を
考
慮
し
、
そ
れ
ら
の
遺
産
と
し
て
高
く
評
価
す

べ
き
も
の
で
あ

る
。

(
一
九
七
二
・
九
・
三
〇
稿
)

敦
煙

の
学
士
郎

に
つ
い
て

(
小

川
)
 

八
九
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